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６．共同研究の成果 
　　　　下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800字～1,000字で，できるだけ分かりやすく 
記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会　 
発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 
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本研究の目的は，超高層大気波動の多地点イメージング観測データを準リアルタイムに収集・画
像処理・デ ータ公開する手法を開発である.  
　ターゲットとする大気波動のひとつである大気重力波は，下層大気の気象擾乱によって発生
し，運動量を保存しながら上方へと伝搬していき超高 層大気の下端である中間圏・下部熱圏
（MLT：高度 80～120 km）へ運動量やエネルギーを運び，大気環境をコント ロールするとと
もに，より高高度の電離圏擾乱（通信障害の種）を引き起こすが知られている．大気光カメラに
よるイメージング観測は，MLT における大気波動（水平波長 < 100 km）の水平二次元情報が得
られるユニークな手法である．特に近年は，大気波動の動態を汎地球規模で観測する重要性が高
まっており，広域観測を実現するため多地点ネット ワーク環境の構築とユーザビリティの高い
データ公開システムの開発が急務である． 
　本研究では，愛知大学で開発した低廉大気光イメージング観測カメラを，同大学内で試験的に
運用し，データ転送，画像処理，データ解析，およびウェッブ上でのデータ公開の環境を開発し
た．データ転送には，クラウドサービスを利用することで設定がシンプルとなり，コントロール 
PC に負荷が少ないため，小学校・中学校・高等学校等での開発・設置のハードルが下がり，多
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数のシステムによるネットワーク化が容易に進められる設計とした．観測画像データは，1晩で約 
2,900枚（計 300 MB 程度）であり，これらがサーバに転送され，順リアルタイムにウェッブ上
に公開されていく．公開データは，１）10秒ごとの大気光画像の天頂ピクセルカウント（天気判
定と観測モニタ用），２）1時間ごとの大気光画像（無処理），３）２の画像に画像処理を施し大
気光構造を際立たせた画像（時間差分画像），４）無処理の大気光画像の東西・南北断面の１晩の
時間変化（ケオグラム），および５）時間差分画像のケオグラム，の５種類である．上記１～３に
ついては，サーバに画像データが転送され次第，逐次的に自動で公開され，４～５については１晩
の観測終了後に自動で作成され公開される．試験運用では安定した動作が確認できた． 
　本研究により，今後の超多地点観測網（国内外に数十機の観測機器を展開予定）の同時データ処
理，興味深いイ ベントの早期発見，研究者間の迅速な情報共有，新たなデータユーザの獲得につ
ながると期待される． 
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